
マイクロフィ
ルム番号

表　　題 作成年代 作成 規格（㎜) 分量 内容・備考

Ⅰ 1 Ⅰ/1-0004
( 講義ノート) 上代文化史の諸問題Ⅰ　昭
和十一年二学期

1936年 竹岡勝也 冊子
横罫ノート用紙を再
編綴

210×165 250頁
記紀の成立/人間的自覚の発達/国民的自覚と個我の
自覚/儒佛の渡来とその影響

Ⅰ 2 Ⅰ/1-0134
( 講義ノート) 上代文化史の諸問題Ⅱ　奈
良朝　昭和十二年

1937年 竹岡勝也 冊子
横罫ノート用紙を再
編綴

210×165 296頁
社会組織と政治組織/政治思想/仏教の興隆/儒仏の
作用と神々の観念の動揺/常世国観念の成立

Ⅰ 3 Ⅰ/1-0287
( 講義ノート) 上代文化史の諸問題Ⅲ　平
安朝　昭和十三年度

1938年 竹岡勝也 冊子
横罫ノート用紙を再
編綴

210×165 318頁
平安朝序説/社寺の分裂/貴族的教養と学問の発達/
神仏の関係/貴族世界/もののあはれの生活/浄土思
想の発達

Ⅰ 4 Ⅰ/1-0449
( 講義ノート) 近世思想史Ⅰ　昭和十四年
度

1939年 竹岡勝也 冊子
横罫ノート用紙を再
編綴

210×165 240頁
儒学の勃興/儒者の道徳論/武士階級の成立と儒学/
祖国意識の勃興と儒学

Ⅰ 5 Ⅰ/1-0573
( 講義ノート) 近世日本思想史附 日本史
学史　昭和十五年

1940年 竹岡勝也 冊子
横罫ノート用紙を再
編綴

210×165 244頁
国学の発達（国学の建設/国学の主張）／日本史学史
（記紀の成立/国史の編纂/鏡類及び歴史理の発達）

Ⅰ 6 Ⅰ/1-0701 ( 講義ノート) ［日本史学史］ 竹岡勝也 冊子
横罫ノート用紙を再
編綴

210×165 110頁
歴史意識の発生と記紀の成立/国史の編纂/鏡類の発
生及び歴史理論の発達

Ⅰ 7 Ⅰ/2-0004
( 講義ノート) 国史　九州専門学校　昭和
十五年度

1940年 竹岡勝也 冊子
横罫ノート用紙を再
編綴

210×165 196頁

序説（皇国の体制/国史の特殊性/現代の歴史的考察)
／時代と文化（時代区分/文化の大勢）／国史の理解
（古代社会/大化の改新と律令の制度/武家の幕府/幕
府と大名)

Ⅰ 8 Ⅰ/2-0106 ( 講義ノート) 近世思想史　昭和十六年 1941年 竹岡勝也 冊子
横罫ノート用紙を再
編綴

210×165 282頁 史学の発達/浮世思想と心学

Ⅰ 9 Ⅰ/2-0251
( 講義ノート) 中世神道史　昭和十七年
（四-九月）

1942年 竹岡勝也 冊子
横罫ノート用紙を再
編綴

200×155 150頁 序説/神々の仏教化/各派神道説の興起とその性格

Ⅰ 10 Ⅰ/2-0330
( 講義ノート) 上代文化史　昭和十七－十
八年

1942年～43
年

竹岡勝也 冊子
横罫ノート用紙を再
編綴

200×155 238頁
記紀の成立/魏志の倭人傳と宋書倭国傳/古代社会と
氏族/大化改新と氏族制度

Ⅰ 11 Ⅰ/2-0453
( 講義ノート) 日本思想史概説昭和十八
年九月

1943年 竹岡勝也 冊子
横罫ノート用紙を再
編綴

200×155 304頁
第一部（日本文化の性格/文化発展の様相/復古の意
義）／第二部（近世史の問題/儒学の勃興と神道意識
の発展/武士道と心学/国学の建設及びその発展)

Ⅰ 12-1 Ⅰ/2-0610
( 講義ノート) 国史　上代史の諸問題Ⅰ
昭和十九年三月～九月 1944年 竹岡勝也 冊子

横罫ノート用紙を再
編綴

210×150 84頁 律令時代（社会組織と政治組織）

Ⅰ 12-2 Ⅰ/2-0655 ( 講義ノート) 国史　上代史の諸問題Ⅱ 1944年か 竹岡勝也 冊子
横罫ノート用紙を再
編綴

210×150 84頁 神ながらの世界観と国家観/政治思想

Ⅰ 12-3 Ⅰ/2-0700 ( 講義ノート) 国史　上代史の諸問題Ⅲ 1944年か 竹岡勝也 冊子
横罫ノート用紙を再
編綴

210×150 84頁 仏教の受容とその興隆

竹岡勝也文書

Ⅰ　講義・演習ノート

形態等整理番号
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Ⅰ 13
( ノート) 古事記演習　神名帳　昭和二十
六年九月

1951年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 210×150 76頁
延喜神祇式神名帳／国学者の政治的実践（国学の理
念と復古/国学の歴史観/政治の問題/国学者の政治
的実践/ほか）

Ⅰ 14-1
( 講義ノート) 日本思想史Ⅰ　古代精神史
Ⅰ　昭和二十六年九月 1951年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 260×183 96頁

記紀の成立とその歴史意識/魏志の倭人伝と宋書の倭
国伝/神代史の批判と解釈

Ⅰ
14-2 (講義ノート)日本思想史Ⅰ　古代精神史

Ⅱ　昭和二十六年十一月／古代精神史
第二部Ⅰ 昭和二十七年

1951年～52
年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 250×178 86頁

第一部（神代史の批判と解釈（続き）/高天原観念の成
立）／第二部（古代史と古代社会）

Ⅰ 15-1
( 講義ノート) 古代精神史Ⅰ　昭和二十七
年度

1952年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 235×195 84頁
古代史と古代社会/古代生活と宗教/世界観と国家観/
道徳意識の発達

Ⅰ 15-2
( 講義ノート) 古代精神史Ⅱ　昭和二十七
年度

1952年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 258×185 120頁
世界観と国家観/道徳意識の発達/大陸文化の渡来と
摂取

Ⅰ 16
( 講義ノート) 日本思想史概説近世思想
史　昭和二十七年八月 1952年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 250×178 158頁

序説・文化発展の様相/近世社会の建設及びその崩壊
/儒学の勃興と神道意識の発展/武士道と心学/国学の
建設及びその発展

Ⅰ 17
( 講義ノート) 日本思想史　近世思想史
昭和二十八年四月

1953年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 255×183 120頁
国史の時代区分と文化発展の様相/近世社会の建設
及びその崩壊/儒学の勃興と神道意識の発展/武士道
と心学

Ⅰ 18-1
( 講義ノート) 近世日本思想史国学思想
史　昭和二十八年八月 1953年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 258×182 140頁 国学の建設/国学の主張/維新の改革と国学

Ⅰ 18-2
( 講義ノート) 国学思想史Ⅱ　昭和二十八
年九月

1953年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 250×178 98頁
維新の改革と国学/国学の建設及び主張/学問の転換
と洋学

Ⅰ 19
( 講義ノート) 幕末維新思想史昭和29.4.
27起稿

1954年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 255×183 124頁
学問の転換と洋学/国学の終末/民権運動の展開とそ
の性格

Ⅰ 20-1
( 講義ノート) 日本思想史概説近世思想
史Ⅰ　昭和三十年四月 1955年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 258×182 84頁

時代区分と文化発展の様相/近世社会の建設及びそ
の崩壊/儒学の勃興と神仏の批判

Ⅰ 20-2
( 講義ノート) 近世思想史概説Ⅱ　昭和三
十年八月

1955年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 258×182 80頁
儒学の勃興と神仏の批判/武士道と心学/国学の建設
及び主張

Ⅰ 20-3
( 講義ノート) 近世思想史概説Ⅲ　昭和三
十年十一月

1955年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 258×182 60頁 国学の建設及び主張/史学の発達と歴史観

Ⅰ 21-1
( 講義ノート) 古代思想と古代文化　Ⅰ
昭和三十年四月

1955年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 235×195 124頁
記紀の成立及びその性格/魏志の倭人伝と宋書の倭国
伝/古代史と古代社会

Ⅰ 21-2
( 講義ノート) 古代思想と古代文化　Ⅱ
昭和三十年八月

1955年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 240×190 82頁 神と人/世界観と国家観-創世神話の解釈とその世界観

Ⅰ 22-1
( 講義ノート) 国学思想史　昭和三十一年
四月

1956年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 258×182 82頁 国学の建設/国学の主張/国学の終末

Ⅰ 22-2
( 講義ノート) 国学思想史　Ⅱ　昭和三十
一年十二月

1956年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 258×182 64頁 文化発展の段階と様相

整理番号 形態等
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Ⅰ 23-1
( 講義ノート) 日本思想史　上代文化交流
の問題　昭和三十一年四月 1956年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 258×182 176頁 大陸文化の渡来と摂取/仏教の興隆/古代思想と仏教

Ⅰ 23-2
( 講義ノート) 日本思想史　上代文化交流
の問題Ⅱ　昭和三十二年四月 1957年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 258×182 52頁 芸術の交流

Ⅰ 24-1
( 講義ノート) 中世神道の概観昭和三十
二年六月

1957年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 250×178 100頁 序説/神々の仏教化/各派神道説の興起とその性格

Ⅰ 24-2
( 講義ノート) 中世神道の概観昭和三十
二年十一月

1957年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 260×183 64頁 各派神道説の興起とその課題

Ⅰ 25
( 講義ノート) 国学思想史　昭和三十二年
九月

1957年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 258×182 80頁
国学の建設/国学の主張とその神道観/明治維新と国
学

Ⅰ 26-1
( 講義ノート) 近世神道史　昭和三十三年
四月

1958年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 258×182 124頁
序説/儒学の勃興と神道意識の興起/度会延佳と吉川
惟足/国学の建設と主張/古学神道の構成

Ⅰ 26-2
( 講義ノート) 近世神道史Ⅱ　昭和三十三
年九月

1958年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 258×182 70頁 古学神道の構成

Ⅰ 27-1
( 講義ノート) 日本思想史概説昭和三十
三年四月　「成城」

1958年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 258×182 126頁
文化発展の段階と様相/古代生活と宗教/浄土思想の
発達/神々の仏教化/国学の建設と主張

Ⅰ 27-2
( 講義ノート) 日本思想史概説Ⅱ昭和三
十三年九月

1958年 竹岡勝也 冊子 横罫学用ノート 258×182 66頁 国学の建設と思想

Ⅱ 1-1 Ⅱ/0004 古代史の問題　上 1948年12月 竹岡勝也 冊子
縦罫400字詰原稿用
紙/袋綴

260×185 276頁
歴史意識の発生と記紀の成立/国史の編纂/高天原と
常世国/魏志の倭人伝と宋書の倭国伝

Ⅱ 1-2 Ⅱ/0177 古代史の問題　下 1948年12月 竹岡勝也 冊子
縦罫400字詰原稿用
紙/袋綴

260×185 256頁 古代社会と氏族/大化新政と氏族制度/氏神の問題

Ⅱ 1-3 Ⅱ/0309 古代史の問題　神話と歴史 1947年5月 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

253×180 9枚
1-1,2の序文及び目次/「出版禁止となり返却されたも
の、原本は山形に送った為写しである」との記述あり

Ⅱ 2-1 Ⅱ/0321 歴史意識の発生と記紀の成立 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

253×180 82枚
金港堂出版部原稿用紙使用/Ⅱ-1「古代史の問題」の
草稿か

Ⅱ 2-2 Ⅱ/0366 神代史の批判と解釈 竹岡勝也 仮綴
縦罫400字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

220×290 54枚
金港堂出版部原稿用紙使用/Ⅱ-1「古代史の問題」の
草稿か

Ⅱ 2-3 Ⅱ/0423 高天原と常世国 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

258×175 57枚
金港堂出版部原稿用紙使用/Ⅱ-1「古代史の問題」の
草稿か

Ⅱ 2-4 Ⅱ/0455 魏志の倭人伝と宋書の倭国伝 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

253×180 116枚
金港堂出版部原稿用紙使用/Ⅱ-1「古代史の問題」の
草稿か

Ⅱ 2-5 Ⅱ/0518 古代社会と氏族 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

253×180 126枚
金港堂出版部原稿用紙使用/Ⅱ-1「古代史の問題」の
草稿か

Ⅱ 2-6 Ⅱ/0584 大化改新と氏族制度 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

253×180 124枚
金港堂出版部原稿用紙使用/Ⅱ-1「古代史の問題」の
草稿か

Ⅱ　原稿・草稿・メモ類

整理番号 形態等
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Ⅱ 2-7 Ⅱ/0649 氏神の問題 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

253×180 52枚
金港堂出版部原稿用紙使用/Ⅱ-1「古代史の問題」の
草稿か

Ⅱ 3 Ⅱ/0678 ［題不詳］ 竹岡勝也
縦罫400字詰原稿用
紙

258×364 3枚 魏志倭人伝に関する内容

Ⅱ 4 Ⅱ/0684 古代社会の発達と神社 竹岡勝也 仮綴
縦罫400字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

210×290 10枚

Ⅱ 5-1 Ⅱ/0696 太宰府略年代記（草稿） 1951年7月 竹岡勝也 冊子 縦罫用紙/袋綴 262×185 52頁 太宰府年表（宣化元年～文治元年)

Ⅱ 5-2 Ⅱ/0726 太宰府略年代記（補訂版） 1951年7月 竹岡勝也 冊子 縦罫用紙/袋綴 262×185 52頁 太宰府年表（宣化元年～文治元年)

Ⅱ 6 Ⅱ/0756 観世音寺資材帳 1951年7月 竹岡勝也 冊子 縦罫用紙/袋綴 262×185 104頁 観世音寺資材帳を筆写したもの

Ⅱ 7 Ⅱ/0812 ［太宰府周辺史跡解説］ 竹岡勝也 仮綴
縦罫400字詰原稿用
紙紙背/右肩仮綴じ 265×375 3枚

天満宮/観世音寺/都府楼址/大野城と水城　/学生提
出論文の紙背か

Ⅱ 8 Ⅱ/0818 太宰府の建設及びその沿革 竹岡勝也 仮綴
縦罫400字詰原稿用
紙紙背/右肩仮綴じ 235×324 7枚

太宰府の建設/太宰府の沿革/遺跡の現状　/学生提
出論文の紙背か

Ⅱ 9-1 Ⅱ/0828 太宰府の梅 竹岡勝也 仮綴
縦罫用紙紙背/右肩
仮綴

187×264 4枚

Ⅱ 9-2 Ⅱ/0835 太宰府と菅公 竹岡勝也 仮綴
縦罫用紙紙背/右肩
仮綴

187×264 5枚

Ⅱ 10 Ⅱ/0843 太宰府の起元に就て 竹岡勝也 仮綴
縦罫400字用原稿用
紙/右肩仮綴

206×290 3枚 史料を列挙したメモ

Ⅱ 11 Ⅱ/0849 ［太宰府沿革に関する文献史料］ 竹岡勝也 仮綴
縦罫400字用原稿用
紙/右肩仮綴

250×358 4枚
太宰府の起元/太宰府の港/太宰府の発展/辰山と学
業院/文化

Ⅱ 12 Ⅱ/0856 太宰府と仙崖 竹岡勝也 仮綴 236×328 3枚 学生提出論文の紙背

Ⅱ 13 Ⅱ/0862 観世音寺の由来及び現状 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙紙背/右肩仮綴じ

270×190 3枚 学生提出論文の紙背

Ⅱ 14 Ⅱ/0867 能楽の美 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

260×190 22枚 九大原稿用紙

Ⅱ 15 Ⅱ/0881 日本文化の伝統と発展 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

260×190 106枚 九大原稿用紙

Ⅱ 16 Ⅱ/0938 能楽の世界とその精神構造 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

258×182 15枚 要点を記したメモ

整理番号 形態等
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Ⅱ 17-1 Ⅱ/0949 能楽における神 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

258×182 5枚 要点を記したメモ

Ⅱ 17-2 Ⅱ/0955 能楽における神 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

250×178 4枚 要点を記したメモ

Ⅱ 17-3 Ⅱ/0955 能楽における神 竹岡勝也 仮綴
使用済原稿用紙裏
面/右肩仮綴じ

270×186 13枚 草稿

Ⅱ 18 Ⅱ/0971 ［日本文化史講座５草稿か］ 竹岡勝也 仮綴
使用済原稿用紙裏
面/右肩仮綴じ

356×250 22枚 序説/武士と庶民/学問と芸術/尊皇と攘夷

Ⅱ 19 Ⅱ/0992 ［題不詳］ 竹岡勝也 仮綴
使用済原稿用紙裏
面/右肩仮綴じ

258×182 8枚
第四章　古典文化の成熟（目次及びキーワードを記し
たメモ）

Ⅱ 20 Ⅱ/1000 ［図版解説原稿］ 竹岡勝也 仮綴
使用済原稿用紙裏
面/右肩仮綴じ

256×180 4枚
東照大権現像/隠元禅師像/沢庵和尚像　ほか　小学
館原稿用紙

Ⅱ 21-1 Ⅱ/1006 中世神道に於ける神観の発達 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

252×182 14枚 草稿

Ⅱ 21-2 Ⅱ/1016 中世神道に於ける神観の発達 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

252×182 8枚

目次（神道の起元と七世紀の精神構造/仏教の興隆と
神道世界観の停滞/神仏の習合/本迹関係の適用と
神々の観念の動揺/中性神道の課題）/要点メモ/小学
館原稿用紙に記入

Ⅱ 22 Ⅱ/1023 神話の問題 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

250×180 23枚 草稿

Ⅱ 23 Ⅱ/1038 経筒談義 竹岡勝也 仮綴
縦罫400字詰原稿用
紙紙背/右肩仮綴じ

326×235 4枚 草稿/学生提出論文の紙背か

Ⅱ 24 Ⅱ/1045 ［題不詳］ 竹岡勝也 仮綴
縦罫400字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

257×365 8枚 神道史に関する内容/岩波書店原稿用紙

Ⅱ 25-1 Ⅱ/1056 狛犬 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙/右肩仮綴じ

258×182 7枚 要点を記したメモ

Ⅱ 25-2 Ⅱ/1063 ［題不詳］ 竹岡勝也 仮綴
縦罫200字詰原稿用
紙紙背/右肩仮綴じ 270×186 3枚 狛犬に関する内容

整理番号 形態等


